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機能の概要
インポートした購入申請の提出エラーレコードに API を使用してアクセス可能に
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説明: インポートした購入申請の提出エラーレコードにAPI を使用してアクセス可能に

今までの課題

対象ソリューション

SAP Ariba で問題解決

関連情報

主なメリット

前提条件と制限事項

導入の難易度

対象エリア

ハイタッチ

グローバル

SAP Ariba Buying

SAP Ariba Buying and Invoicing
この機能は、該当するソリューションを使用しているすべ
てのお客様に対して自動的に有効になりますが、お客様
が設定する必要があります。

• 管理者が SAP Ariba Developer Portal を使用する組
織を登録する必要があります。「SAP Ariba Developer 

Portal を使用する組織を登録する方法」を参照してくだ
さい。

• 管理者が [インポートした購入申請の提出エラーレコー
ドに API を使用してアクセスする] パラメータ
(Application.Procure.UseAPIsToAccessSubmitFailur

eRecordsForImportedRequisitions) を有効化する必

要があります。「インポートした購入申請の提出エラー
レコードに API を使用してアクセスする」を参照してくだ
さい。

SAP Ariba Buyer で外部システムから購入申請を提出

すると、このプロセスでエラーが発生する場合がありま
す。この新機能により、SAP Ariba Buyer 外でエラーに
アクセスできるようになり、SAP Ariba Buyer での追加

の人的なフォローアップおよび問題診断が不要になりま
す。

この機能により、インポートした購入申請の提出エラーレ
コードに API (Operational Reporting for Procurement 

API など) を使用してアクセスすることができます。

• IT チームがこれらのエラーに適したシステムで提出エ
ラーを効率的かつ正確に管理することができます。

• 購買担当者が提出エラーを効果的にフォローアップす
ることができます。

• 人的な提出エラーの調査が不要になります。
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機能の概要
説明: インポートした購入申請の提出エラーレコードにAPI を使用してアクセス可能に

機能の詳細情報
以下の購入申請は、必須フィールドが未設定のままインポートによって提出されたため、購入申請の提出に失敗し、状況は「作成中」のままとなっています。その後、購入申請が
API を使用してエクスポートされると、提出エラーがエラーメッセージに含まれます。


